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1

戦
時
教
育
体
制

日
中
全
面
戦
争
の
開
始
は
、
教
育
の
軍
国
主
義
化
に
拍
車
を
か
け
た
。
日
中
戦
争
開
始
二
か
月
前
の
昭
和
十
二
年

(一九三七)
五
月

『国
体
の
本
義
』
が
配
布
さ
れ
、
戦
時
体
制
下
の
教
育
の
基
本
理
念
が
確
立
さ

れ
た
が
、
国
民
精

神
総
動
員
運
動
が
始
ま
る
と
、
そ
の
影
響
が
学
校
教
育
に
も
及
び
、
国
体
観
念
の
高
揚
を
目
的
と
す
る
諸
行
事
が
強
化
さ
れ
た
。
戦
争

の
長
期
化
に
と
も
な
い
、
軍
隊
の
要
員

「人
的
資
源
」
と
し
て
の
青
少
年

へ
の
期
待
が
大
き
く
な
り
、
十
四
年
五
月

に
は

「
青
少
年

二

賜

ハ
リ
タ
ル
勅
語
」
が
出
さ
れ
た
。
学
校
教
育
の
再
編
成
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
永
年
国
民
に
親
し
ま
れ

て
き
た
小
学
校
に
か
わ

っ
て
、
国
民
学
校
が
発
足
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

国
民
学
校
令

(十
六
年
三
月
一日
公

布
、
四
月
一日
施
行
)
第

一
条
に
は

「国
民
学
校

ハ
皇
国
ノ
道

二
則
リ
テ
初
等
普
通
教
育

ヲ
施

シ
、
国

民
ノ
基
礎
的
錬
成

ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変
わ

っ
た
の
は
、
義
務
教
育
の
八
年
制
と
教
科

の
統
合

で
あ

っ
た
。
前

者

は
、
明
治
四
十
年

(
一九〇七)
以
来
の
六
か
年
義
務
制
を
延
長
し
て
、
国
民
学
校
初
等
科
六
年
と
高
等
科
二
年

の
八

か
年
を
義
務
制
と

す

る
も
の
で
、
昭
和
十
九
年
度
か
ら
の
実
施
を
予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
局
の
悪
化

に
と
も
な
い
、
十
八
年
十
月

の
戦
時
非
常
措

置
方
策
の
閣
議
決
定
に
よ

っ
て
そ
の
実
施
は
見
送
ら
れ
る
。
後
者

の
教
科

の
統
合

に
お
い
て
は
、
初
等
科

・
高
等
科

に
共
通
す
る
教
科

を
、
国
民
科

(修
身
・国
語

国
史
・地
理
)
、
理
数
科

(麟
徽
)、
体
錬
科

(醂
齷
)
、
芸
能
科

(鯖
騨
.韜
黥
穆
姻
顯
に
紅
靴
劒
焔
齢
齣
纏
鯏
倣
朋
飜
)
の
四
教
科
に
ま
と
め
、

高
等
科
は
こ
れ
に
実
業
科

(農
業
・
工
業
・商

業
ま
た
は
水
産

)
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
国
民
科
が
皇
国
民
錬
成
の
中
心
教
科
と
さ
れ
た
の
で

国

民

学

校

の

発

足
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あ

る
。

国
民
学
校
で
は
、
す
べ
て
の
教
科
に
つ
い
て
国
定
教
科
書
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
初

等
科

に

つ
い
て
は
修
身
科

(
ヨ
イ
コ
ド
モ

初
等
科
修
身
)

・
国
語
科

(
知
釜

汐
静
鞠
椰
邸
諏
オ
)

・
算
数
科

(カ
ズ
ノ
ホ
ン

初
等
科
算
数
)

・
図
画
科

(伽
靭
稀
帥
画
)

・
音
楽
科

(伽
緲
鞠
齢
勦
)
の
各
教
科
書

の
ほ
か
初
等

科
国
史

・
初
等
科
地
理

・
初
等
科
理
科
な
ど
の
教
科
書
が

つ
く
ら
れ
た

(高
等
科
に
つ

い
て
は
省
略
)
。
教

科
書
の
編
纂
に
は
、
文
部
省
図
書
局
編
纂
課
員
が
あ
た

っ
た
が
、

こ
れ
に
陸
軍
教
育
総
監

部

の
若
手
将
校
数
人
が
加
わ
り
、
天
皇
崇
拝
と
軍
国
色
の
強
い
内
容

に
な

っ
た
と
い
う
。

な
お
成
績
の
評
価
の
仕
方
も
、
こ
れ
ま
で
の

一
〇
点
法
を
改
め
、
優

・
良

(上

下
)
・
可

・

不
可
と
改
め
た
。

表22新 旧校名対照

新 校 名 旧 校 名

椿井国民学校 奈良第一講 小学校

飛鳥 〃 〃 第 二 〃 〃

鼓阪 〃 〃 第三 〃 〃

済美 〃 〃 第四 〃 〃

佐保 〃 〃 第五 〃 〃

大宮 〃 〃 第六 〃 〃

都跡 〃 〃 都跡 〃 〃

『奈良市公報』69号 による。

 

奈
良
市
で
は
、
十
六
年
四
月

一
日
、
告
示
第
二
〇
号
を
出
し
て
各
小
学
校
を
国
民
学
校
に
改
め
る
と
と
も
に
、
第

一
～
第
六
の
呼
称

を
や
め
て
、
第

一
か
ら
順
に
椿
井

・
飛
鳥

・
鼓
阪

・
済
美

・
佐
保

・
大
宮

に
改
称
し
た

(表
22
)。
女
高
師

・
師
範

・
女
子
師
範

の
各

附
属
お
よ
び
旧
郡
部
の
近
隣
町
村
の
各
小
学
校
も
国
民
学
校

に
改
め
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

国
民
学
校
の
発
足
を
契
機
に
、
知
育
よ
り
も
心
身

一
体

の
教
育
が
い
ち
だ
ん
と
強
調
さ
れ
、
全
校
を
あ
げ
て

「少

少
国
民
の
錬
成

国
民
錬
成
の
道
場
」
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
飛
鳥
国
民
学
校
に

つ
い
て
そ
の

一
端
を
み
て

お
く
こ
と
に
し
よ
う

(
『飛
鳥
百

年
史
』

)。

昭
和
十
七
年

(
一九窒
)
三
月
、
県
の
指
示
が
あ

っ
て
職
員
会
議
が
職
員
常
会
に
名
を
改
め
た
。
四
月
の
臨
時
職
員

常
会

で
は
、

校
長

か
ら

「戦
時
下
教
育
の
指
標
」
と
い
う
県
か
ら
の
指
令
の
説
明
が
あ

っ
た
が
、
そ
こ
に
は

つ
ぎ

の
三
点
の
指
標
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

一

征
戦
ノ
真
義
二
徹
シ
忠
誠

一
途
、
聖
地

(注
、
建
国
発

祥
ノ
聖
地

)
遺
烈
ヲ
教
学
二
具
現
ス
ル
コ
ト
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椿井国民学校の武道訓練

一

逞

シ
キ
身
体

ヲ
錬
成

シ
、
敢
闘
雄
飛

ノ
実
践
力

ヲ
育
成

ス
ル

コ
ト

つ
と

一

科
学
心
ヲ
啓
発
シ
テ
創
造
二
勗
メ
、
国
策
二
協
力
シ
テ
国
防
能
力
ヲ
涵
養
ス
ル
コ
ト

こ
れ
よ
り
先
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
十
六
年
十
二
月
八
日
の
午
後
か
ら
戦
勝
祈
願

の
た
め
天
神
社
、
春
日
大
社
に
参
拝
し
た
が
、
以
後
毎
月
八
日
の
大
詔
奉
載
日
に
は
、
詔

書
を
奉
読
し
、
必
勝
祈
願
分
列
行
進
、
強
行
軍
、
献
金
な
ど
の
行
事
を
実
施
し
て
、
皇
国

民
と
し
て
の
精
神
の
注
入
と
体
位
の
向
上
を
め
ざ
し
た
。

職
員
に
は
早
朝
出
勤
日
が
あ

っ
た
。
職
員
朝
礼
で
は

一
同

「教
育
報
国
の
折匣

を
唱
え
、

朝
の
会
で
は
全
校
児
童
に

「
誓
の
こ
と
ば
」
を
宣
誓
さ
せ
た
。

体
錬
科
の
錬
成
に
は
特
に
力
が
入
れ
ら
れ
、
す
べ
て
軍
隊
式
と
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
的
な

教
科
が
な
く
な

っ
て
国
防
的
競
技
が
多
く
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
体
育

の
時
間
、
四
年
生
以

上
の
男
子
は
は
だ
し
と
い
う
こ
と
に
決

っ
た
。
教
師
も
も
ち
ろ
ん
は
だ
し
、
は
じ
め
痛
が

っ

て

い
た

児

童

も

す

ぐ

に
慣

れ

て
、

苦

も

な

く

走

り

ま

わ

っ
た

り

跳
箱

を

と

ん

だ

り

す

る

よ

う

に
な

っ
た

と

い

う
。

な
ぎ
な
た

武
道
は
剣
道
と
柔
道
、
女
子
に
は
薙
刀
が
課
せ
ら
れ
た
。
運
動
会

で
は
、
相
撲
体
操

・
薙
刀
体
操

・
手
榴
弾
投
げ

・
城
壁
乗
り
越
え

・

運
搬
競
走
な
ど
が
人
気
を
集
め
た
と
い
う
。
模
型
飛
行
機
大
会
を
奨
励
し
て
児
童

の
空

へ
の
夢
を
か
り
た
て
、
「撃

ち
て
し
止
ま
む
」

の
習
字
作
品
を
街
頭
に
提
示
し
た
り
、
四
条
畷
神
社
や
石
清
水
八
幡
宮
な
ど
に
奉
納
し
た
り
も
し
た
。

高
等
科
二
年
生
に
対
し
て
は
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

(第
五
章
第

一節
3
)

へ
の
参
加
が
勧
奨
さ
れ
、
毎
年
各
校
か
ら
三
、

四
人
程
度
の

応
募
が
あ

っ
た
。
十
九
年
九
月

に
は
、
飛
鳥
国
民
学
校
な
ど
二
校

の
学
校
長
が
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
満
州
の
青
少
年
義
勇
軍
の
視
察

に
赴

い
て
い
る
。
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食
糧
不
足
が
深
刻
化
す
る
に

つ
れ
、
各
国
民
学
校
の
校
庭
も
耕
さ
れ
て
甘
藷
や
野
菜
の
畑
と
な
り
、
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
児
童

を
開
墾
や
栽
培
に
従
事
さ
せ
た
。
十
九
年
四
月
か
ら
は
、
国
民
学
校
の
児
童
も
勤
労
奉
仕
に
動
員
さ
れ
る
よ
う
に
な

る

(後
述
)。
ま
た
、

戦

局
が
悪
化
し
て
空
襲
の
危
険
が
大
き
く
な
る
と
、
学
童
た
ち
は
、
防
空
ず
き
ん
を
背
負
い
、
地
区
ご
と
に
ま
と
ま

っ
て
集
団
登
下
校

す
る
よ
う
に
な
り
、
避
難
訓
練
な
ど
も
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

つ
い
で
な
が
ら
幼
稚
園
に
も
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
幼
稚
園
で
も

「皇
国
民
の
錬
成
」
を
保
育
目
標
に

加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
八
年
ご
ろ
か
ら
幼
稚
園
を
保
育
所
に
転
換
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。
空
襲
の
危
険
が
強
ま
る
と
、
退
避
訓
練

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
警
報
と
と
も
に
保
育
を
打
ち
切
っ
て
帰
宅
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

奈
良
市
で
は
、
十
七
年
十
月
、
市
立
東
之
阪
町
託
児
所
を
奈
良
市
立
若
草
保
育
園
と
改
称
、
定
員
九
〇
人
、
満
三
歳
以
上
の
幼
児
を
収
容
す
る

こ
と
に
し
た
。
保
育
時
間
は
季
節
に
よ
っ
て
異
に
し
た
が
、
お
よ
そ
八
～

一
一
時
間
で
あ
っ
た
。

敗
色
が
濃
厚
に
な
っ
た
二
十
年
七
月
九
日
、
奈
良
県
当
局
か
ら
県
下

一
円
の
幼
稚
園
に
閉
園
の
通
達
が
出
さ
れ
、
市
内
の
幼
稚
園
は
す
べ
て
休

園
に
な
っ
た
。

青
年
学
校
は
、
小
学
校
卒
業
の
男
子
を
徴
兵
年
齢
ま
で
教
育
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
た
が
、
青
年
学
校

へ
の
就
学
者
は
都
市
部
に
お
い
て
と
り
わ
け
少
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
昭
和
十
四
年

(
一九三九)
四
月
か
ら
青
年
学

校

の
男
子
義
務
教
育
制
が
実
施
さ
れ
た
。

奈
良
市
の
青
年
学
校
は
、
第

一
～
第
六
の
各
小
学
校
お
よ
び
都
跡
小
学
校
に
併
置
さ
れ
て
い
た
が
、
十
六
年
四
月
か
ら
小
学
校
が
国

民
学
校
に
な
り
、
そ
の
名
称
も
椿
井

・
飛
鳥

・
鼓
阪

・
済
美

・
佐
保

・
大
宮
に
改
め
ら
れ
た
の
で
、
青
年
学
校
も
こ
れ
に
応
じ
て
そ
の

名
称
を
改
め
た
。
そ
の
教
育
内
容
は
、
補
習
教
育

・
職
業
教
育

・
軍
事
教
育
の
三
分
野
か
ら
な

っ
て
い
た
が
、
戦
争
が
激
し
く
な
る
に

つ
れ
、
教
練
を
中
心
と
す
る
軍
事
教
育
に
重
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

青

年

学

校

の

義

務

化
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近
郊
町
村
で
も
そ
れ
ぞ
れ
青
年
学
校
を
設
置
し
て
い
た
が
、
十
九
年
三
月
、
帯
解
町
ほ
か
八
か
町
村

の
青
年
学
校

を
統
合
し
て
、
平

担
部
組
合
立
帯
解
青
年
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
大
安
寺
村
で
は
、
翌
四
月

に
村
立
女
子
青
年
学
校
を
設
け
て
い
る
。

な
お
、
昭
和
十
六
年
の
規
程
で
、
国
民
学
校
高
等
科
と
青
年
学
校
の
授
業
料
が
改
定
さ
れ
た
。

一
か
月

に
つ
き
国
民
学
校
高
等
科
は

一
円
、
た
だ
し
都
跡
国
民
学
校
は
、
当
分
の
あ
い
だ
二
〇
銭
、
青
年
学
校
女
子
部
は

一
円
、
た
だ
し
都
跡
青
年
学
校

は
当
分

の
あ
い
だ

五
〇
銭
と
な

っ
た
。
翌
十
七
年
四
月
か
ら
国
民
学
校
高
等
科
の
授
業
科
が
八
〇
銭

に
改
め
ら
れ
た
。

す
で
に
満
州
事
変
以
来
軍
事
色
を
濃
く
し
て
い
た
中
等
学
校
は
、
戦
争
の
進
展
に
と
も
な
い
戦
時
色
を
強
あ
て
い
っ

た
。
奈
良
中
学
校
と
市
立
奈
良
高
等
女
学
校
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
み
て
お
こ
う

(
『奈
良
県
立
奈
良
高

等
学
校
五
十
年
史
』
)
。

奈
良
中
学
校
で
は
、
昭
和
十
四
年

(
一九三九)
五
月
の

「青
少
年
学
徒

二
賜

ハ
リ
タ
ル
勅
語
」
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、

翌
六
月

に

つ
ぎ
の
誓
詞
を
制
定
し
て
七
月
か
ら
朝
礼
に
朗
読
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

吾
等
は
奈
良
中
生
な
り
、
行
作
そ
の
矜
持
に
生
き
、
誓
っ
て
国
士
魂
を
練
成
し
、
以
て
各
自
の
大
器
を
成
就
し
、
皇
運
扶
翼
の

国
士
た
ら
ん
こ
と
を
期
す
。

ま
た
、
同
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
の
放
課
後
に
歩
行
訓
練
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
各
組
ま
た
は
各
学
年
ご
と
に
、
無
言
の
ま
ま
歩
調

を
整
え
て
四
～
八
キ
。を
行
進
し
て
心
身
の
鍛
練
を
は
か

っ
た
の
で
あ
る
。
翌
十
五
年
七
月
に
は
山
田
川
-
木
津

へ
の
二
四
キ
。
行
軍
、
十

月

に
は
午
後
十

一
時
校
庭
を
出
発
、
上
級

・
中
級

・
初
級
に
分
れ
、
大
和
盆
地
を
め
ぐ
る
八
～
四
〇
キ
。
の
鍛
練
行
軍
が
実
施
さ
れ
た
。

軍
事
教
練
が
強
化
さ
れ
、
軍
に
な
ら
っ
て
衛
兵

・
校
外
巡
視
を
任
と
す
る
週
番
制
が
採
用
さ
れ
た
。
十
五
年
七
月
に
北
郡
山

・
富
雄
付

近

で
徹
夜
軍
事
演
習
が
行
わ
れ
、
十
六
年
に
は
銃
剣
道
部
も
生
ま
れ
た
。
十
四

・
十
五
両
年
の
夏
休
に
静
坐
修
養
会
が
開
催
さ
れ
、
十

四
年
春
か
ら
毎
年
五
月
に
皇
陵
参
拝
を
実
施
、
十
八
年
十

一
月
に
は
六
社
巡
拝
三
八
キ
。
の
行
軍
も
行
わ
れ
た
。
昭
和
十
六
年
か
ら
勤
労

奉
仕
も
始
ま
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
勤
労
奉
仕
に
よ
る
学
力
低
下
を
防
ぐ
た
あ
十
七
年
か
ら
夏
休
を
二
〇
日
間

中

等

教

育

の

軍

事

化
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に
、
冬
休
を
六
日
間
に
短
縮
、
土
曜
午
後
も
授
業
を
行
う
こ
と
に
し
て
週
三
六
時
間
の
時
間
割
を
組
ん
で
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
奈
良
市
立
奈
良
高
等
女
学
校
は
、
十
六
年
四
月
大
宮
小
学
校
北
館
を
仮
校
舎
と
し
て
開
校
し
た
が
、
十
七
年
四
月
か
ら

法
華
寺
町
の
新
校
舎
に
移

っ
た
。
そ
の
草
創
期
か
ら

「有
為
な
る
皇
国
女
性
」
の
育
成
を
目
ざ
し
、
報
徳
会

(隔
月
一回
、
二
宮
尊
徳

の
勤
労
精
神
の
理
解

)

・
皇

陵
参
拝

(春
秋
二

回
実
施
)

・
克
己
日

(晦
黼
默
魍
蒼
赴
伍
狗
日
)

・
奉
仕
作
業

(偏
襯
卜
錮
胤
融
陵
)

・
農
場
実
習

(艶
儒
撫
蛔
知
醗
日
)
な

ど
の
行
事
を
組
ん

で
い
た
。
体
位
向
上

の
た
め
徒
歩
通
学
が
強
制
さ
れ
、
毎
日
八
キ
。
の
道
を
歩
い
て
く
る
生
徒
も
少
な
く
な
か

っ
た
と

い
う
。
十
八
年
に

な
る
と
朝
礼
時
に
隊
伍
を
整
え
て
行
進
の
訓
練
、
体
育
の
時
間
に
は
薙
刀
の
練
習
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
防
空
救
護
演
習
や
雑
草
料
理

の
研
究
に
も
励
む
よ
う
に
な

っ
た
。

市立高女生徒の登校風景

昭
和
十
八
年

一
月
、
皇
国
民
の
錬
成
を
目
的
に
中
等
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
四
月
か
ら

国
民
学
校
に
な
ら

っ
て
教
科
の
統
合
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に

(紳
騨
瞰
謙
襯
姻
鶏
谿
榊
魄
ゆ
覧
癬
嫐
杜

鰓
猷
e
汝
騨
瞰
必
鵜
齟
黝
蝌
黝
谿
肋
櫞
緻
槲
龝
巍
鉢
轍
)、
新
た
に
修
練
科
が
設
け
ら
れ

て
正
課
に
加
え
ら

れ
た
。
修
練
科
は
週
三
時
間
、
行
的
訓
練
を
重
視
し
て
心
身
を
鍛
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。

「時
局
の
要
請
」
で
修
業
年
限
が
短
縮
さ
れ
、
五
年
の
学
校
は

一
年
短
縮
し

て
四
年

に
統

一
さ
れ
た
。
教
科
書
は
原
則
と
し
て
国
定
と
な

っ
た
。

各
中
等
学
校
が
中
等
学
校
令

で
統

一
さ
れ
た
の
に
応
じ
、
金
鐘
学
園

で
は
、
十
八
年
四

月
金
鐘
中
等
学
校
を
廃
止
し
て
金
鐘
中
学
校
を
設
立
、
十
九
年
二
月
奈
良
専
修
女
学
校
を

金
鐘
女
子
商
業
学
校

に
改
称
し
た
。
奈
良
育
英
学
園

で
は
、
十
八
年
四
月
奈
良
育
英
高
等

実
践
女
学
校
を
廃
し
て
奈
良
育
英
高
等
女
学
校
に

一
本
化
し
、
初
等
科
卒
業
生
を
入
学
さ

せ
る

一
類

の
ほ
か
に
高
等
科
卒
業
生
を
入
学
さ
せ
る
二
類

(修
業
年

限
二
年
)
を
設
け
た
。
ま
た
、
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正
気
書
院
商
業
学
校
は
、
十
八
年
正
気
商
業
学
校
と
改
称
、
翌
十
九
年
二
月
女
子
商
業
学
校
に
転
換
し
て
四
月
か
ら
校
名
を
正
気
女
子

商
業
学
校
に
改
あ
、
二
十
年
五
月
に
専
攻
科
を
設
け
た

(戦
後
、
奈
良
女
子
商
業
学
校
と
改
称
、

の
ち
奈
良
白
藤
高
等
学
校
と
な
る

)。
南
都
正
強
中
学
は
、

十
九
年

二
月
に
校
名
を

奈
良
県
正
強
中
学
校
と
改
称
し
た
。
女
高
師
附
属
高
女
で
は
、
十
九
年
四
月
旧
実
科
高
等
女
学
校
の
第
二
部
を
併
合
、
翌
二
十
年
四
月

専
攻
科

(修
業
年

限
一年
)
を
設
け
る
。
な
お
、
十
六
年
四
月
に
帝
塚
山
中
学
校
の
創
設
を
み
て
お
り
、
十
九
年
四
月
に
は
県
立
奈
良
商
業
学
校

に
県
立
奈
良
工
業
学
校
が
併
置
さ
れ
た
。

中
等
学
校
令
に
も
と
つ
い
て
、
各
校
と
も
教
育
内
容
の
改
編
を
す
す
め
た
が
、
そ
の
実
が
あ
が
ら
な
い
ま
ま
軍
事
訓
練
と
勤
労
動
員

が
強
化
さ
れ
て
い

っ
た
。
十
九
年
八
月
に
は
学
徒
勤
労
令

(中
学
生
以
上
全
員

を
工
場
に
配
置

)
が
出
て
教
育
機
能
が
事
実
上
停
止
と
な
り
、

二
十
年
四
月

か
ら
国
民
学
校
初
等
科
を
除
き
学
校
に
お
け
る
授
業
が
停
止
さ
れ
た
。

奈良女高 師の防空演習(昭 和15年)

奈

良

師

範

小
学
校
教
員
養
成
を
目
的
と
す
る
奈
良
県
師
範
学
校

で
は
、
国
家
の
要

と

女

高

師

請
を
強
く
反
映
し
て
、
他
の
学
校
よ
り
早
く
か
ら
戦
時
色
の
濃
い
教
育

が
行
わ
れ
、
国
民
学
校

の
発
足
と
と
も
に
い

っ
そ
う
そ
の
傾
向
を
強

め
た
。

昭
和
十

四

年

(埀

九)
に
奈
良
県
師
範
学
校

の
生
徒
寮
が
完
成

(鰍
膾
酔
鮴
糲
跡
瞠
)
、
全
寮
制
が
と
ら
れ
た

が
、
寮
の
規
則
が
き
び
し
く
、
寮
生
活
は
軍
隊

の
内
務
班
同
然

で
あ

っ
た
。
太
平
洋
戦
争

が
は
じ
ま
る
と
軍
事
教
練
が
強
化
さ
れ
、
毎
年
七
月
七
日
に
夜
間
行
軍
を
実
施
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
師
範
教
育
令
が
改
定
さ
れ
、
「皇
国

ノ
道
ノ
修
練

ヲ
旨
ト
シ
テ
、
克
ク

皇
国
民
錬
成

二
任
ズ
ベ
キ
人
物
ノ
錬
成
」
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
奈
良
県
師
範
学

校

・
奈
良
県
女
子
師
範
学
校
は
、
統
合
さ
れ
て
奈
良
師
範
学
校
の
男
子
部

.
女
子
部
と
な
り
、
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専
門
学
校
に
昇
格
し
て
官
立

に
移
管
さ
れ
た
。
三
年
制
の
予
科

(国
民
学
校
高

等
科
に
接
続
)
を
置
く
と
と
も
に
研
究
科

(敝
軒
鄭
椰
)
を
置
い
て
現
職
の

ま
ま
教
員
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
予
科
の
修
業
年
限
が
二
年
に
改
あ
ら
れ
た
の
で
、
十
九
年
四
月
に
は
予
科
三
年
生
と
二
年
生

が
同
時
に
本
科
に
進
む
こ
と
に
な

っ
た
。

昭
和
十
七
年
か
ら
大
学

・
専
門
学
校
の
在
学
年
限
が
六
か
月
短
縮
に
な

っ
て
い
た
が

(十
六
年
に
三
か
月
短
縮
、
高
等
学
校
と
大
学

予
科
は
十
八
年
に
修
業
年
限
二
年
と
な
る

)、
十
八
年
十

月
大
学
の
学
生
お
よ
び
高
等

・
専
門
学
校
生
徒
の
徴
兵
猶
予
が
停
止
に
な
り
、
法
文
系
学
生

・
生
徒
の
大
半
は
、
同
年
十
二
月
各
地
の

軍
隊
に
入
隊
し
た

(理
科
系
は

徴
集
延
期
)。

い
わ
ゆ
る
学
徒
出
陣

で
あ
る
。
師
範
学
校
卒
業
生
の
短
期
現
役
兵
制
度
は
、
十
五

年
度
か
ら
廃
止

に

な

っ
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
師
範
系
の
生
徒
は
特
別
に
徴
兵
猶
予
を
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
二
十
年
二
月
に
は
こ
の
特
例
が
廃
止

に
な

り
、
同
年
六
月
、
奈
良
師
範
学
校
男
子
部
本
科
三
年
生
の
大
半
が
中
部
第
二
十
三
部
隊

(大
屯

な
ど
に
入
隊
し
た

(掛
賦
韓
卅
紅
租
腦
張
樋
鹸
。

奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
で
は
、
昭
和
十
六
年

一
月
に
校
友
会
を
改
組
し
て
報
国
会
と
し
た
が
、
九
月

に
は
報
国
隊
を
結
成
し
て
防

空
演
習
や
農
村
勤
労
奉
仕
に
活
動
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
十
七
年
在
学
年
限
が
六
か
月
短
縮
と
な
り
、
十
八
年
三
月

の
師
範
教
育
令

の

改
正
で
、
女
高
師
も
ま
た

「
皇
国
ノ
道

二
則
リ
テ
亠咼
等
女
学
校
ノ
教
員
タ
ル
ベ
キ
者

ノ
錬
成
」
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

昭
和
十
七
年
四
月
、
女
子
臨
時
教
員
養
成
所
が
付
設
さ
れ
、
修
業
年
限
三
年

の
数
学
科
が
設
置
さ
れ
た
が
、

翌
年
四
月
家
事
科

(十
九
年
四
月
家

政
科
と
改
称

)
が
増
設
さ
れ
た
。

つ
い
で
翌
十
九
年
四
月
に
は
、
軍
人

・
軍
属
の
寡
婦
ま
た
は
そ
の
事
実
上
の
妻
だ

っ
た
者
を
対
象
に

特
設
中
等
教
員
養
成
所
が
開
設
さ
れ
た

(初
年
度
の
入

所
者
二
七
人
)
。
こ
れ
は
十
四
年
九
月
軍
事
保
護
院
の
管
轄
下
に
つ
く
ら
れ
た
特
設
保
姆
養
成
所

の
後
身
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

日
中
戦
争

に
よ

っ
て
青
壮
年
男
子
が

つ
ぎ

つ
ぎ
と
軍
隊
に
召
集
さ
れ
る
と
、
農
村
な
ど
で
は
労
働
力
が
不
足
す
る

勤

労

奉

仕

よ
う
に
な

っ
た
。

こ
れ
を
補
う
た
め
、
昭
和
十
三
年

(一九弖八)
六
月
、
文
部
省
は

「集
団
的
勤

労
作
業
実
施

二
関

ス
ル
件
」
を
地
方
長
官
と
官
立
学
校
長
に
通
牒
、
中
等
学
校
以
上
の
学
生

・
生
徒
を
勤
労
奉
仕
に
動
員
す
る
よ
う
に
し
、
翌
年
四
月
か
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ら
勤
労
作
業
を
正
課
に
準
ず
る
も
の
と
し
た
。

つ
い
で
十
六
年
に
入

っ
て
文
部
省
は
、
「食
糧
ノ
確
保
増
進

二
寄
与

」
さ
せ
る
た
め
青

少
年
学
徒
食
糧
増
産
運
動
を
実
施
し
、

一
年
を
通
し
て
三
〇
日
以
内
、
授
業
に
代
え
て
農
作
業
な
ど
の
勤
労
作
業

に
従
事
さ
せ
る
措
置

を

と
り
、
八
月
に
は
学
校
報
国
団

(隊
)
の
編
成
を
訓
令
し
た
。

こ
う
し
た
政
府
の
方
針
に
し
た
が
い
、
市
内
の
中
等
学
校
以
上
の
各
学
校
で
も
農
繁
期
に
市
内
や
近
郊
の
応
召
農
家
に
赴
い
て
農
作

業

を
手
伝
う
と
と
も
に
開
墾
や
暗
渠
排
水
工
事
な
ど
に
も
汗
を
流
し
た
。
こ
の
ほ
か
建
国
奉
仕
隊

に
加
わ

っ
た
り

(橿
原
神
宮
外
苑
整

備
工
事
に
従
事

)
、

護
国
神
社
や
御
陵
参
道
の
整
地
工
事
や
陸
軍
衛
戍
病
院
の
整
美
作
業
な
ど
に
も
参
加
し
た
り
し
た
。
『奈
良
県
立
奈

良
高
等
学
校
五
十

年
史
』
の

「沿
革
小
史
」
に
よ

っ
て
奈
良
中
学
校
と
市
立
奈
良
高
等
女
学
校
の
場
合
を
み
る
と
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
十

三
年

六
月

二
十

四
日

奈

中

全
校
生
徒

・
建
国
奉
仕
隊
参
加

昭
和
十

四
年

八
月

十

一
日

〃

建
国
奉
仕
隊
参
加

(三
・
四
・
五
年
)

〃

+
月
+
亠必

+
眦
日

〃

元
明

・
元
正
御
陵
参
道
工
妻

仕

〃

十

一
月

十

五
日

〃

建
国
奉
仕
隊
参
加

(全
学
年
)

昭
和
十

五
年

四
月

十

六
日

〃

護
国
神
社
整
地

〃

五
月

七
日

〃

陸
軍
病
院
花
壇
手
入

れ

(三
A
・
三
B
)

〃

六
月

八
日

〃

応

召
農
家
麦

刈
奉
仕

(二
～
五
年
)

〃

七
月
仁
#

八
日

〃

各
組
交
代
で
神
社
奉
仕

・
陸
軍
病
院
花
壇
手
入
れ

〃

十

一
月

十
六
日

〃

元
明

・
元
正

天
皇
陵
清
掃
作
業

(
一
.
二
年
生
)

昭
和
十
六
年

六
月
四
～
七

日

〃

農
繁
期

奉
仕

(法
華
寺
・
川
上
町
)

〃

六
月
鞋

五
日

〃

爨

期
奉
仕

(都
跡
町
方
面
)
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〃

八
月
十

八

・
十
九
日

高

女

御
陵

・
神
社
清
掃

〃

十

月

九

日

〃

陸
軍
病
院
清
掃

〃

十

一
月
九
～
十

二
日

奈

中

農
繁
期
奉
仕

(白
毫
寺
・
佐
紀
町
)

〃

十

一
月

十
八

日

〃

農
繁
期
奉
仕

昭
和
十
七
年

一
月

十

二
日

〃

大
阪
砲
兵

工
廠
祝
園
部
隊

に
奉
仕

(四
年
)

〃

二
月

十

二
日

高

女

陸
軍
墓
地
清
掃

〃

五
月

十

二
日

〃

護
国
神
社
奉
仕

〃

六
月

二

・
三

日

〃

農
繁
期
奉
仕

〃

六
月
六
～
十
三

日

奈

中

農
繁
期
奉
仕

〃

七
月

十
八

日

〃

陸
軍
病
院
奉
仕

(
一年
)

〃

十
月
十

・
十

一
日

〃

勤
労
奉
仕

(法
華
寺
・
七
条
町
方
面
)

〃

十

一
月
十

・
十

一
日

〃

農

繁
期

奉
仕

〃

十

一
月
十
七

・
十
八
日

〃

同
右

〃

十

一
月
六
～

九
日

高

女

勤
労
奉
仕

昭
和
十

八
年

六
月

十
二

・
十

三
日

奈

中

農
繁
期
奉
仕

(明
治
村
・
東
市
村
な
ど
)

〃

六
月
十
六

・
十
七

日

〃

農
繁
期
奉
仕

(辰
市
村
・
大
安
寺
村
な
ど
)

∫/
ノ

〃

八
月

六

日

〃

五
条
山
勤
労
奉
仕

〃

八
月
昇

↑
七

日

高

女

勤
労
奉
仕

(農
場
・
茶
業
試
験
場
)

567



〃

十
月
五
～
七
日

〃

増
産
奉
仕
作
業

〃

十

一
月
十

一
～
十
三
日

〃

農

繁
期

奉
仕

〃

十

一
月

十
三

日

奈

中

同
右

(法
蓮
町
・
七
条
町
な
ど
)

〃

+
二
月
基

+
三
日

高

女

小
用
排
杢

事

〃

+
二
月
扶

+
八
日

奈

中

炭
材
運
搬
・
河
川
鑾

工
事

昭
和
十
九
年

一
月
十

一
～
十
九

日

〃

暗
渠
排
水
工
事

(五
年
)
・
菰
川
改
修
工
事

(
一
～
四
年
)

〃

三
月

三
十

日

〃

奈
良
飛
行
整
備
学
校

(
第
三
十
八
連
隊
の
あ
と
に
入
っ
た
岐
阜
陸
軍

整
備
学
校
奈
良
教
育
隊
。
四
月
一
日
開
隊

)

へ
奉
仕

(約
七
〇
名
)

〃

六
月
十
～
十

四
日

〃

農
繁
期
奉
仕

〃

六
月
八
～

二
十

二
日

高

女

同
右

(託
児
所
開
設
)

他

の
中

等

学

校

は

も

と

よ

り
奈

良

師

範

や
女

高

師

に

お

い

て
も

、

ほ
ぼ

同

様

の
勤

労

奉

仕

に
赴

い

た
も

の
と

み
ら

れ

る
。

国

民

学

校

の
児
童

も

(だ
い
た
い
四

年
生
以
上

)

農

家

の
手

伝

い

や
神

社

の
清

掃

な

ど

の
奉

仕

に
し

た
が

っ
た
。

十

九

年

の

こ

と

に

な

る

が

飛

鳥

国

民

学

校

で

は
、

五

月

に
五
年

生

以
上

が
背

無

川
改

修

工
事

に
奉

仕

し

た

り
、

薪

の
運

搬

(
六
月
十
二
日
、

十
月
二
十
日

)

や

木

材

の
搬

出

(
舩
朋
一一吐
ハ
日
、)

の
奉

仕

つ
る

を
し
て
い
る
ほ
か
、
藤
蔓
な
ど
雑
繊
維
材
料

の
採
集
に
し
た
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
鼓
阪
国
民
学
校
で
も
、
初
五
以
上
が
田
原
村
で
の

薪

の
搬
出
に
し
た
が

っ
た
り

(十
二
月

二
十
日
)
、
翌
二
十
年
に
初
四
以
上
が
佐
紀
町
で
薪
搬
出
の
奉
仕
を
し
た

(倍
相
丗
E
日
)

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

市
周
辺
の
村
々
で
は
、
国
民
学
校
児
童
の
多
く
は
農
家

へ
勤
労
奉
仕
に
赴
い
た
。

学
徒
勤
労
動
員

(学
徒
動
員
)
が
本
格
化
す
る
の
は
、
昭
和
十
八
年

(一九四三)
六
月
、
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要
綱
が

学

徒

動

員

閣
議
決
定
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て
生
産

・
輸
送
の
各
方
面
に
学
生

・
生
徒
が
組
織
的
に
動
員
さ

れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

つ
い
で
翌
十
九
年

一
月
の
緊
急
学
徒
勤
労
動
員
方
策
要
綱
に
よ

っ
て
、
年
間
四
か
月
を
継
続

し
て
動
員
す

る
こ
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と
が
決
定
、

つ
い
で
三
月
に
は
学
徒
勤
労
動
員

の
通
年
実
施

(通
年
動
員
)
が
決
め
ら
れ
た
。
労
働
力
の
不
足
が
、

い
よ

い
よ
深
刻

に
な

っ

て
い
た
た
め
で
あ
る
。
五
月

に
は
、
学
校
工
場
化
実
施
要
綱
が
出

て
、
学
校
そ
の
も
の
が
工
場
や
病
院
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
し
て
七
月
か
ら
は
、
国
民
学
校
高
等
科

・
中
学
校
低
学
年
の
生
徒
も
動
員
体
制
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。

奈
良
市
内
の
学
校

の
生
徒
た
ち
も
、
相

つ
い
で
工
場
そ
の
他

へ
派
遣
さ
れ
た
。
奈
良
市
立
高
女
を
は
じ
め
育
英
高
女

・
女
高
師
附
属

高
女

・
奈
良
商
業

・
正
気
商
業

・
奈
良
師
範
な
ど
に
学
校
工
場
が
開
設
さ
れ
、
生
徒
が
そ
の
作
業
要
員
に
な
る
場
合
も
あ

っ
た
。

奈
良
市

の
各
学
校

の
動
員
状
況
を
、
沿
革
史
や
校
史
な
ど
に

つ
い
て
み
る
と
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
だ
が
動
員
期
間
は
、
必
ず
し

も
は

っ
き
り
し
な
い
。

学校工場(市 立高女)

動
員
先

に
あ
げ
ら
れ

て
い
る
大
和
海
軍
飛
行
場

・
大
和
海
軍
航
空
隊

・
柳
本
飛
行
場

に

つ
い

て

一
言

ふ
れ
て
お
く

こ
と

に
し
よ
う
。
昭
和
十
八
年
十
二
月
か
ら

い
ま

の
天
理
市

に
三
重
海
軍
航

空

隊
奈
良
分
遣
隊
が
お
か
れ
、
天
理
教
詰
所
を
宿
舎

に

一
万
人
を

こ
え
る
予
科
練

(
海
軍
飛
行
予

科
練
習
生

)

へ

の
教
育
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、

二
十
年
三
月

に
独
立
し

て
奈
良
海
軍
航
空
隊
と
改
称
し
た
。

そ

の

予
科
練

の
飛
行
練
習
場
と
し

て
十
九
年
九
月
ご
ろ
か
ら
柳
本
飛
行
場

(
用
地
の
九
割
は
当
時

の
朝
和
村
に
あ
っ
た
)

の
建

設

工
事
が

は
じ
ま
り
、

二
十
年

二
月

に
大
和
海
軍
航
空

隊

が
開
設

さ
れ

た

(
七
月
に
近
畿
海
軍
航
空

隊
大
和
基
地
と
な
る

)
。

大
和
海
軍
飛
行
場
あ

る
い
は
大
和
海
軍
航
空
隊
と
あ
る

の
も
、
柳
本
飛
行
場

の
こ
と

で
あ
る
。

飛

行
場

の
建
設

・
整
備

工
事

に
は
、
各
種
団
体
や
町
内
会
、
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人

の
ほ
か
、

多

く

の
学
徒
が
動
員
さ
れ
、
柳
本
飛
行
場
建
設
学
徒
特
攻
隊
と
呼
ば
れ
た
り
も
し
た
。

〈
国
民
学
校
〉

椿
井
国
民
学
校
…
…
高
等
科
男
女
が
大
和
海
軍
飛
行
場

へ

(
昭
和
二
十
年
二
月

以
降
と
み
ら
れ
る
)
。
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飛
鳥
国
民
学
校
…
…
十
九
年
十
月
二
十
五
日
に
高
二
男
子
が
整
備
学
校
教
育
隊
八
尾
鉄
工
場
、
高
二
女
子
が
帝
蓄
産
業
へ
。

鼓
阪
国
民
学
校
…
…
十
九
年
十
月
二
十
五
日
に
高
二
男
子
が
奈
良
郵
便
局
、
高
二
女
子
が
奈
良
絖
麻
会
社
へ
。
二
十
年
三
月
二
十
四
旦
咼
一
が
大

和
海
軍
航
空
隊
へ
。

済
美
国
民
学
校
…
…
十
九
年
十
月
二
十
五
日
に
高
二
男
子
二
九
名
が
木
奥
工
場
、
五
名
が
大
阪
鉄
道
管
理
部
、
高
二
女
子
一
八
名
が
国
際
無
電
中

継
所
、
二
四
名
が
日
本
絖
麻
会
社
、
二
名
が
大
阪
逓
信
講
習
所
、
八
名
が
大
阪
鉄
道
管
理
部
へ
。
二
十
年
四
月
三
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
高

一
・
高
二
生
が
大
和
海
軍
飛
行
場
へ
。

大
宮
国
民
学
校
…
…
十
九
年
九
月
二
十
五
日
に
高

一
男
子
が
文
明
商
会
、
女
子
が
大
和
製
機
・
安
田
鉄
工
場
、
高
二
男
子
が
興
亜
機
械
、
女
子
が

吉
川
蚊
張
工
場
へ
。

佐
保
国
民
学
校
…
…
十
九
年
十
月
二
十
五
日
に
高
二
男
子
が
小
野
・
安
田
鉄
工
所
、
高
二
女
子
が
吉
川
機
械
製
作
所
へ
。

奈
良
師
範
附
属
国
民
学
校
…
…
十
九
年
二
学
期
か
ら
高
等
科
二
九
名
が
古
川
機
械
会
社
、
二
十
年
六
月
三
日
か
ら
紀
寺
町
の
大
日
本
重
工
業
奈
良

工
場
へ
。
椿
井
国
民
学
校
高
等
科
生
と
と
も
に
職
場
学
徒
隊
を
編
成
、
七
月
九
日
奈
良
県
学
徒
隊
の
傘
下
に
入
っ
た
。
仕
事
は
魚
雷
の
製
造

だ
っ
た
と
い
う
。

女
高
師
附
属
国
民
学
校
…
…
十
九
年
秋
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
柳
本
飛
行
場
の
建
設
作
業
に
。

明
治
国
民
学
校
…
…
十
九
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
五
か
月
間
、
高
二
男
子
が
中
部
第
五
六
五
部
隊
、
高
二
女
子
が
奈
良
郵
便
局
へ
。
二
十
年
三
月

二
十
三
日
か
ら

一
か
月
間
、
初
四
以
上
が
柳
本
飛
行
場
へ
。

平
城
国
民
学
校
…
…
十
九
年
十
月
二
十
六
日
に
高
二
男
子
が
吉
川
機
械
、
女
子
が
奈
良
染
織
へ
。
二
十
年
三
月
十
二
日
か
ら
高

一
男
女
が
柳
本
飛

行
場
へ
。

帯
解
国
民
学
校
…
…
二
十
年
三
月
か
ら
約

一
か
月
柳
本
飛
行
場
へ
。
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東
市
国
民
学
校
…
…

二
十
年
六
月

に
初
五
以
上

の
男
子
が
鹿
野
園
溜
池
工
事

に
。

富
雄

・
精
華

・
辰
市
国
民
学
校
…
…
二
十
年

に
柳
本
飛
行
場

へ
。

〈
中
等
学
校
V

奈
良
中
学
校
…

-
十

九
年
七
月
十
五

日
か
ら
三
年
生
以
上
が
愛
知
県

の
大
日
本
兵

器
幸

田
工
場

へ

(
二
〇
、、ザ
機
関
砲

の
製
作
に
従
事
)
。

二
十
年

三
月

二
十

八
日
工
場

で
卒
業
式
挙
行
。

二
十
年

四
月
か
ら

一
、
二
年
生
が
柳
本
飛
行
場

へ
。

市
立
奈
良
高
等
女
学
校
…
…
十
九
年
九
月

に
陸
軍
大
阪
被
服
廠

の
分
工
場

に
な
る
、
三

・
四
年

生
が
そ

の
作
業
要

員
と
な
り
、

お
も
に
軍

服

の
ボ

タ
ン
づ
け
や
軍
用
蚊
張

の
縫
製

に
し
た
が

っ
た
。
二
十
年
三
月
か
ら

一
・
二
年
生

が
柳
本

飛
行
場

へ
。

奈
良
商
業

(工
業
)
学
稼

…

商
業
の
四
・
五
年
生
四
〇
〇
名
が
三
菱
重
工
業
名
古
屋
発
動
機
へ

(蜴
傷

聯

卿
齢

紹

織
獺
袵
齢

吐
堆

)
、
二
+

年
三
月
に
四
・
五
年
同
時
に
工
場
で
卒
業
式
、
全
員
専
攻
科
に
入
学
し
て
そ
の
ま
ま
作
業
に
従
事
。
三
年
生
は
県
下
の
工
場
、

一
・
二
年
生

は
柳
本
飛
行
場
へ
。
な
お
、
学
校
は
松
下
電
器
の
通
信
機
器
の
工
場
と
な
る
。

奈
良
育
英
高
等
女
学
校
…
…
十
九
年
七
月
か
ら
、
専
攻
科
二
年
生
と
実
践
高
女
三
年
生
が
愛
知
県
安
城
町
の
愛
知
航
空
今
村
工
場

(躑
鰍
縞
暾
訃
效

韵
融
雑
幟
關
齔
)、
二
類
二
年
生
が
松
下
無
線
郡
山
工
場
と
奈
良
染
織
西
大
寺
工
場
へ
、
学
校
に
は
大
阪
機
材

(の
ち
大

阪
金
属
)

の
学
校
工
場
が
開
設

さ
れ
、

一
類
四
年
生
が
そ
の
作
業
要
員
と
な
っ
た
。
二
十
年
七
月
に
三
菱
電
機
の
工
場
も
で
き
た
が
、
工
事
が
完
成
し
な
い
ま
ま
敗
戦
と
な
っ

た
。

正
気
商
業
学
校
…
…
十
九
年
七
月
か
ら
三

・
四
年
生
が
名
古
屋
の
愛
知
時
計
株
式
会
社
へ
。
二
十
年
四
月
に
一
年
生
が
柳
本
飛
行
場
や
京
終
の
テ

イ
チ
ク
工
場
へ
。
な
お
、
二
十
年
六
月
に
東
洋
合
成
化
学
株
式
会
社
の
学
校
工
場
が
開
設
さ
れ
た
。

女
高
師
附
属
高
等
女
学
校
…
…
三

・
四
年
生
が
愛
知
航
空
機
安
城
工
場
へ
。
学
校
は
大
阪
被
服
廠
の
分
工
場
と
な
り
、
野
戦
蚊
帳
の
縫
製
や
肩
章

の
製
作
に
あ
た
っ
た
。
二
十
年
春
に
三
菱
電
機
の
分
工
場
も
つ
く
ら
れ
た
が
、
実
質
的
な
生
産
に
入
ら
な
い
ま
ま
敗
戦
と
な
る
。
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帝
塚
山
中
学
校
…
…
十
六
年
に
開
校
し
た
ば
か
り
だ
が
、
十
九
年
か
ら
三
・
四
年
生
が
三
菱
重
工
名
古
屋
発
動
機
製
作
所

へ
。
工
場
全
壊
後
京
都

三
菱
桂
工
場
や
山
科
の
鐘
紡
工
場
に
移
っ
た
。

一
・
二
年
生
は
柳
本
飛
行
場
へ
。

〈
専
門
学
校
V

奈
良
師
範
学
校
…
:
十
九
年

一
月
に
男
子
部
生
徒
が
室
生
村
三
本
松
の
湿
地
田
の
暗
渠
排
水
作
業
に
従
事

(十
三
日
～

二
十
二
日
)。
二
十
年
五
月
に
束
里
村

下
笠
間

(現
室
生
村
)
の
灌
漑
用
溜
池
の
築
造
工
事
に
従
事

(針
姻
汨
剛
笵
断
い二衵
凝
翫
初
寵
囎
硼
)。

十
九
年
五
月
か
ら
男
子
部
本
科
生
が
大
阪
桜
島
の
日
立
造
船
所
へ
。
七
月
か
ら
予
科
二
・
三
年
生
が
、
二
十
年

一
月
か
ら
予
科

一
年
生
が
、

愛
知
県
の
大
日
本
兵
器
幸
田
工
場
へ
。
女
子
部
で
は
本
科
生
が
大
阪
陸
軍
砲
兵
工
廠
祝
園
部
隊
へ
、
予
科
二
・
三
年
が
京
終
の
松
田
航
空
へ
。

ま
た
二
十
年
二
月
か
ら
本
科

一
年
生
と
予
科
生
が
愛
知
化
学
蒲
郡
工
場
へ
。
二
十
年
四
月
、
学
校
の
校
舎
が
兵
器
工
場
に
転
用
さ
れ
た
た
め
、

愛
知
化
学
や
大
日
本
兵
器
な
ど
へ
の
動
員
が
解
除
さ
れ
、
学
校
工
場
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。

奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
…
…
十
六
年

一月
に
文

・
理
三
年
生
と
各
科

一
年
生
が
大
阪
陸
軍
補
給
廠
へ
、
十
七
年
四
月
か
ら
翌
年
五
月
に
か
け
て

一
～
三
年
生
が
中
部
第
六
七
部
隊
へ
、
い
ず
れ
も
断
続
的
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
十
九
年
十

一
月
か
ら
本
科
二
・
三
年
生
約
二
〇
〇
名
が

舞
鶴
海
軍
工
廠
へ
出
動
、

つ
い
で
翌
二
十
年
二
月
か
ら
文
科
と
家
政
科
の
一
年
生
と
臨
時
教
員
養
成
所
生
も
こ
れ
に
合
流
し
た
。

な
お
、
県
立
盲
唖
学
校
の
生
徒
も
吉
野
町
の
桝
谷
木
工
所
に
動
員
さ
れ
、
校
内
に
は
卒
業
生
の
作
業
場
が
併
設
さ
れ
て
木
工

・
金
工
・
縫
工
な

ど
に
し
た
が
っ
た
。

戦
局
が
悪
化
す
る
に

つ
れ
て
、
奈
良

へ
の
空
襲
の
危
険
が
大
き
く
な

っ
た
。
政
府
は
、
昭
和
十

八
年

(
一九四三
)
末

に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「都
市
疎
開
実
施
要
綱
」
(東
京
・大
阪
な
ど
十
二
都
市
に
適
用
、

建
物
や
人
員
の
疎
開
が
は
じ
ま
る

)

に
も
と
づ
き
、

大
都
市

の
学
童

の

縁
故
疎
開
を
す
す
め
た
が
、
翌
十
九
年
六
月
、
政
府
は

「学
童
疎
開
実
施
要
綱
」
を
決
定
、
縁
故
疎
開
が
で
き
な

い
児
童
を
集
団
疎
開

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
対
象
と
な

っ
た
の
は
、
東
京

・
横
浜

・
川
崎

・
横
須
賀

・
名
古
屋

・
大
阪

・
神
戸

・
尼
崎

・
門
司

・
小
倉

・

学

童

疎

開

の

受

け

入

れ
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第五章 戦争と奈良

戸
畑

・
若
松

・
八
幡
の

一
三
都
市
の
国
民
学
校
初
等
科

三
年
以
上
六
年
ま
で
の
児
童
で
あ

っ
た
。

奈
良
県
は
、
大
阪
市
の
疎
開
学
童
の
受
け
入
れ
先
と

な

っ
た
。
大
阪
市
の
対
象
児
童
の
う
ち
約

一
二
万
人
が

縁
故
疎
開
と
決
定
し
、
残
る
六
万
六
九
八
三
人
が
大
阪

府
内
の
ほ
か

一
一
府
県
に
集
団
疎
開
し
た
が
、
奈
良
県

で
は
、
そ
の
う
ち
二
七
校

(生
野
区
=
校
、
東
成
区

一〇
校
、
天
王
寺
区
六
校
)

の

一

万
八

=
二
人
の
児
童
を
県
内
五
四
市
町
村

で
受
け
入
れ

た
。
大
阪
市

の
集
団
疎
開

は
八
月
二
十
八
日
に
は
じ

ま

っ
た
が
、
奈
良
県
に
は
九
月
八
日
か
ら
十
日
に
か
け

て
各
疎
開
先
に
落
ち
着
い
た
。

奈
良
市
に
集
団
疎
開
し
て
き
た
の
は
、
御
幸
森

・
生

野

・
林
寺
の
三
国
民
学
校

の
児
童

で
、
御
幸
森
校
は
五

一
五
人

(派
遣
訓
導
は
校
長

の
ほ
か
一七
人

)
、
生
野
校
八
六
三
人

(甎
囎
樹

張
撫
ゆ
)
、
林
寺
校

四
八
七
人

(派
遣
訓
導
は
校

長
ほ
か
一七
人
)
で
、
宿
舎

(
寮
舎
)
に
は
市
内
と
近
辺
の
旅
館
や
寺
院

・
教
会
が
あ

て
ら
れ
た
。
各
校

の
寮
舎
は
表
23
～
25
の
と
お
り
で
、

各
寮
舎
に
は
寮
母
と
作
業
員
が
配
置
さ
れ
、
寮
医
も
委

表24 大 阪市生野 国 民学 校学 童疎

開受 け入れ状況

(昭和20年正月)

受け入れ校 人数 寮 舎

済美国民学校
人110

月の家

大宮国民学校
椿井国民学校

120 いろは

大宮国民学校
椿井国民学校

118 大和

大宮国民学校
椿井国民学校

52 住吉

大宮国民学校 43 ゑびす

佐保国民学校 43 大黒

済美国民学校 48 朝 日

佐保国民学校 84 き くや

大宮国民学校 49 油屋

佐保国民学校 25 大仏

佐保国民学校 48 崇徳寺

佐保国民学校 47 称名寺

表23 大 阪市 御幸 森 国民 学校 学童

疎開受 け入れ状況

(昭和20年1月)

受け入れ校 人数 寮 舎

鼓阪国民学校
人97

日の出

鼓阪国民学校 101 玉屋

鼓阪国民学校 52 若草

鼓阪国民学校 30 南都

飛鳥国民学校 42 好生

飛鳥国民学校 87 吉田屋

飛鳥国民学校 106 大文字屋

表25大 阪市 林寺 国民 学校 学童 疎

開受 け入れ状況

(昭和20年1月)

受け入れ校 人数 寮 舎

平城国民学校

伏見国民学校

都跡国民学校

51人

50

110

転輪教会

富久ノ家

薬師寺

注 林寺校は上記のほか郡山町に5か所の寮を

開設していた。
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嘱
さ
れ
た
。

疎
開
児
童
は
、
縁
故
疎
開
児
童
を
も
ふ
く
め
、
市
内
や
近
辺
の
国
民
学
校
に
通
学
し
た
が
、
二
十
年

一
月
現
在

の
受
け
入
れ
状
況
は

表
23
～
25
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
い
ま
、
市
内
の
各
校

の

「沿
革
史
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
受
け
入
れ
の
日
時
を
異
に
し
て
い
る

が
、
鼓
阪

・
飛
鳥
の
両
校
で
は
、
本
校
児
童
と
の
交
歓
会
を
開
く
な
ど
そ
の
融
和
に
努
め
た
。
ま
た
、
飛
鳥
校
で
は
児
童
数
が
急
増
し

た
た
め
、
二
十
年
四
月
の
新
学
期
に

一
学
級
六
〇
人

の
学
級
編
成
に
し
た
と
い
う
。
な
お
、
大
安
寺
国
民
学
校
で
は
二
十
年

一
月
、
生

野
校
の
集
団
疎
開
児
童
五
四
人
を
受
け
入
れ
、
帯
解
国
民
学
校

で
も
十
九
年
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
縁
故
疎
開
児
童
六
二
人
を
受
け
入

れ

て
い
る
。
ま
た
、
二
十
年
四
月
に
は
大
阪

の
帝
塚
山
学
院
の
初
等
科
三
～
六
年
生
の
児
童
約
三
五
〇
人
も
、
伏

見
村

(現
奈
良
市
)

の
帝

塚
山
中
学
校
校
舎

へ
疎
開
し
て
き
た

(そ
の
こ
ろ
、
帝
塚
山
中
学
生
は
名
古
屋

の
三
菱
発
動
機
へ動
員
さ
れ
て
い
た

)
。

と
こ
ろ
で
、
二
十
年
二
月
十
日
の
午
前
三
時
ご
ろ
国
鉄
奈
良
駅
前
の
日
の
出
旅
館
か
ら
出
火
、
折
か
ら
の
西
風
の
た
め
に
玉
屋
旅
館

・

ゑ
び
す
旅
館
な
ど
九
戸
が
類
焼
し
、
四
戸
が
半
焼
す
る
と
い
う
大
事
に
な

っ
た
。
火
元
の
日
の
出
旅
館
は
御
幸
森
校

の
六
年
男
子
約

一

〇
〇
人

の
寮
舎
に
な

っ
て
い
て
、
在
宿
中
の
児
童
二
人
が
焼
死
す
る
と
い
う
不
幸
に
も
見
舞
わ
れ
た
。
玉
屋
旅
館
も
御
幸
森
校
の
女
子

児
童
約

一
〇
〇
人
の
寮
舎

で
、
生
野
校
の
児
童
の
寮
舎
に
な

っ
て
い
た
、
ゑ
び
す
旅
館
そ
の
ほ
か
も
全
焼
し
、
多
数

の
児
童
が
焼
け
出

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
急
き
ょ
、
か
わ
り
の
宿
舎
が
用
意
さ
れ
、
御
幸
森
校
の
児
童
は
魚
佐
旅
館
と
金
波
旅
館
に
移

っ
た
。
生
野
校
の

児
童
に

つ
い
て
は
、
全
面
的
に
寮
舎
の
再
編
を
し
て
、
新
し
い
宿
舎
を
準
備
し
た
う
え
、

一
七
か
所
に
分
宿
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
火

災

か
ら
お
よ
そ

一
〇
日
後
に
、
六
年
生
の
児
童
は
大
阪
の
本
校
で
卒
業
式
を
迎
え
る
た
め
、
受
け
入
れ
校
で
退
校
式

・
送
別
式
を
し
て

も
ら

っ
て
大
阪

へ
戻

っ
た
。
新
三
年
生
を
迎
え
る
準
備
に
か
か

っ
た
と
こ
ろ
、
三
月
十
四
日
の
夜
の
大
空
襲
で
、
大
阪
は
大
き
な
被
害

を
う
け
た
。
そ
の
た
あ
に
、
新
三
年
生
の
ほ
か
、
新

一
・
二
年
生
も
疎
開
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
か
ら
、
奈
良
で
も
四
月
に
こ
れ
を
受

け
入
れ
て
い
る

(飛
鳥
校
で
は
四
月
十
四

日
に
受
け
入
れ
て
い
る
)。
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空

襲

は

は

げ

し

く

な

る

い

っ
ぽ

う

で
あ

り
、

大

阪

は
焦

土

と
化

し

て

い

っ
た
。

同

年

六

月

に

は
御

幸

森

国

民

学

校

も

焼

失

し

た

。

空

襲

で
罹

災

し

た
家

庭

は
、

縁

故

を
求

め

て
各

地

へ
疎

開

し

た

か

ら
、

子

ど
も

を

そ

こ

へ
引

き

と

る

よ
う

に
な

っ
た

の

で
、

奈

良

へ
の
疎

開

児

童

も

し

だ

い
に
減

っ
て
い

っ
た

(安
彦
勘
吾

「学
童
集
団
疎
開
-
受
け
入
れ
側
の
奈
良
県
の
場
合
」、

木
村
博

一先
生
退
官
記
念
会
編

『地
域
史
と
歴
史
教
育
』
所
載
参
照
)
。

2

戦
時
下

の
文
化

第五章 戦争と奈良

紀
元
二
千
六
百
年
に
あ
た
る
昭
和
十
五
年

(一九四〇)、
「
建
国
の
聖
地
」
大
和
は
、
橿
原
神
宮
を
中
心
に
そ
の
奉
祝

で
に
ぎ
わ

っ
た

(第
五
章
第

一節
3
)
。
し
か
し
、
日
中
全
面
戦
争
が
は
じ
ま

っ
て
す
で
に
四
年
、
国
家
主
義

・
軍
国
主
義

が
高
ま
る
い
っ
ぽ
う
、
自
由
な
文
化
活
動

に
対
す
る
抑
圧
は
い
ち
だ
ん
と
き
び
し
く
な

っ
て
い
た
。
こ
の
年
二
月

に
は
、
津
田
左
右
吉

ぼ
う
と
く

博
士
が
、
そ
の
著

『
神
代
史
の
研
究
』
な
ど
古
代
史
研
究

の
四
書
が
皇
室
の
尊
厳
を
冒
漬
し
た
と
い
う
理
由
で
起
訴

さ
れ
る
と
い
う
事

件
も
あ

っ
た
り
し
た
。
十

一
月
十
日
中
央
で
の
奉
祝
式
典
が
行
わ
れ
、
県
下
の
奉
祝
行
事
も
二
十
四
日
に
終

っ
た
が
、
紀
元
二
千
六
百

年

の
奉
祝
は
、
国
民
を
超
国
家
主
義

・
天
皇
主
義

に
統
合
し
、
戦
時
体
制

へ
総
動
員
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

奉
祝
事
業
と
し
て
の
橿
原
神
宮
神
苑
の
拡
張
整
備
が
実
現
、
七
月
に
橿
原
文
庫
、
十

一
月
に
大
和
国
史
館

(現
橿
原
考
古
学
研
究

所
・同
附
属
博
物
館
)

が
開

館
し
た
。
紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
、
十

一
月
に
は
、
東
京
帝
室
博
物
館

(現
東
京
国

立
博
物
館
)
で
正
倉
院
御
物
特
別
展
観
も
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
野
文
彦
に
よ

っ
て
吐
田
郷
村
名
柄

(現
御
所
市
)

に
大
和
地
名
学
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
の
も

(朔
確
蹠
眼
肺
献
条
)

こ
の
年
の
こ
と
で

あ

っ
た
。

き
わ
も
の

紀
元
二
千
六
百
年
を
あ
て
こ
ん
だ
本
が
数
多
く
店
頭
に
並
ん
だ
が
、
必
ず
し
も
際
物
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
。
大
和
の
歴
史
に
関
し

て
は
、
こ
の
年
、
『聖
地
大
和
』
と

『大
和
二
千
六
百
年
史
』
の
二
著
が
刊
行
さ
れ
た
。
前
者
は
鉄
道
省
が
編
集
し
た
小
冊
子
だ
が
、

紀
元
二
千
六
百
年

と

文

化
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神
武
天
皇
の
聖
蹟
や
歴
代
陵
墓

・
神
社
だ
け
で
は
な
く
大
和
の
文
化
の
源
流
や
伝
統
な
ど
を
通
記
し
た
も
の
で
、
聖
地
巡
礼
の
格
好
な

参
考
と
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
後
者
は
、
奈
良
県
奉
祝
会
の
企
画
に
よ
り
、
京
都
帝
国
大
学
の
西
田
直
二
郎
教
授
が
中
心
に
な

っ
て
編

集
し
た
も
の
で
、
初
め
て
の
奈
良
県
通
史
で
あ
っ
た
。
西
田
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は

「大
和
の
国
と
そ
の
文
化
を
深
く
追
念
し
」、

「
太
古
悠
遠
の
時
に
筆
を
起
し
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
大
和

の
歴
史
を
通
説
し
」
、
「特

に
日
本
歴
史
全
体
の
立
場
よ

り
、
大
和

の
も

つ

意
味
を
考
察
せ
ん
と
し
た
」
概
説
書
で
あ

っ
た
が
、
時
代
の
制
約
か
ら
、
『
日
本
書
紀
』

の
作
為
を
承
知

の
う
え

で
、
神
武
天
皇
は

「
畝
傍
の
橿
原
に
都
を
開
き
給
ひ
、
宝
位

に
臨
み
元
元
を
鎮
め
給
う
た
。
正
に
是
れ
紀
元
元
年
で
あ
る
」
と
し

て
筆

を
お

こ
さ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
関
西
急
行
電
鉄

(嬾
近
)
の
近
畿
観
光
会
も
、
紀
元
二
千
六
百
年
の
記
念
に
大
和
史
蹟
叢
書
を
発
刊
し
た
。

こ
れ
に
は

源
豊
宗
の

『大
和
を
中
心
と
す
る
日
本
彫
刻
史
』
や
末
永
雅
雄
の

『
大
和
の
古
墳
墓
』
な
ど
の
好
著
も
含
ま
れ
て
い
て
、
な
か
な
か
健

実
な
大
和
案
内
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ

っ
た
。

な
お
、
こ
の
時
期
奈
良
郷
土
会
が
地
道
な
活
動
を

つ
づ
け
、
十
七
年

に

『
奈
良
叢
記
』
を
発
刊
、
翌
年

に
は
高
田
十
郎
の

『奈
良
百

題
』
も
出
た
。

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
昭
和
十
六
年
、
県
下
の
地
方
新
聞
は

一
県

一
紙

の
方
針

の
も
と
に

『奈
良
日
日
新
聞
』
に
統
合
さ
れ
た
が
、

統
制
の
波
は
美
術
界
に
も
及
ん
だ
。
昭
和
初
期
の
奈
良

の
洋
画
壇

に
は
、
奈
良
洋
画
会

・
東
台
会

・
奈
良
美
術
家
連
盟
な
ど
が
あ

っ
た

が
、
政
府
の
指
示
に
し
た
が

っ
て
十
六
年

に
統
合
、
奈
良
県
美
術
家
協
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
洋
画
の
ほ
か
日
本
画

・
彫
塑

・

工
芸
の
部
門
も
含
ま
れ
て
い
た
。

「聖
地
大
和
」
の
高
揚
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
戦
争
が
き
び
し
く
な
る
に
つ
れ
、
奈
良

・
大
和

へ
の
回
帰
の
う
ね

大
和

へ
の
回
帰

り
も
高
ま

っ
た
。
す
で
に
昭
和
十

一
年

『
日
本

の
橋
』
を
著
し
、
『
古
寺
巡
礼
』

の
美
学
を
批

判
し
て
日
本
美

の

ろ
う
ま
ん

伝
統
を
説
い
た
日
本
浪
漫
派

の
旗
手
保
田
与
重
郎
は
、
十
七
年

の

『万
葉
の
精
神
』
に
い
た
る

一
連
の
著
作
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
彼
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の
郷
土
大
和
に
つ
い
て
語

っ
た

(保
田
は
桜
井

市
の
出
身

)。
十
六
年
に
井
上
政
次
の

『大
和
古
寺
』
が
世
に
出
た
が
、
こ
の
時
期
大
き
な
影
響
の
あ
っ

た

の
は
、
保
田
と
同
じ
日
本
浪
漫
派
の
亀
井
勝

一
郎
の

『
大
和
古
寺
風
物
誌
』

で
あ

っ
た
。
亀
井
は
十
二
年
以
来
、
毎
年
春
秋
に
大
和

の
古
寺
を
め
ぐ
り
、
六
年
後
の
十
八
年
に
こ
の
本
を
上
梓
し
た
。
彼
の
念
頭
に
は
ゲ
ー
テ
の

『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
が
あ
り
、
再
生
の
道

を
求
め
て

「
日
本
の
ロ
ー
マ
」
大
和
を
訪
ね
た
の
で
あ

っ
た
。
彼
は
美
術
と
し
て
仏
像
を
巡
礼
し
た
和
辻
哲
郎
の
立

場
を
排
し
、
仏
像

は
語
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
拝
し
祈
る
べ
き
仏
身
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し

「
信
仰
の
あ
り
が
た
さ
」
に
行
き

つ
く
。

求
道
遍
歴
の
書
と

い
ざ
な

し

て
こ
の
本
は
、
戦
争
の
不
安
に
ゆ
ら
ぐ
人
々
の
心
に
響
く
も
の
が
あ

っ
て
、
大
和

へ
の
新
し
い
誘
い
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
「
飛
鳥

お
お

み

い

つ

白
鳳
天
平
三
代
に
わ
た
る
宗
教
と
芸
術
の
開
花
は
、
ひ
と
え
に
歴
代
天
皇
の
大
御
稜
威
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
」
、

六
年
間

よ
ろ
こ

の
古
寺
巡
礼
の
最
大
の
悦
び
が

「天
皇
な
ら
び
に
太
子
の
御
悲
願
の
博
大
に
ふ
れ
奉

っ
た
こ
と
だ
」
と
し
た
結
び

に
、
共
感
で
き
な
い

人
も
多
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

文
学
の
う
え
で
は
、
亀
井
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
大
和
を
逍
遙
し
た
堀
辰
雄
も
、
十
八
年
の

『婦
人
公
論
』
に

「十
月
」
以
下
の
作
品
を

『鹿鳴集』扉

連
載
し
て

(戦
後
『花
あ
し
び
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
増
補
さ

れ
て
「大
和
路
・信
濃
路
』
に
収
め
ら
れ
る

)
人
々
を
大
和
に
誘

っ
た
が
、

そ
の
年
折
口
信
夫
は
、
中
将
姫
伝
説

に
取
材
し
て
大

和
を
舞
台

に
し
た

「
唯

一
の
古
代
小
説
」
(堀
辰
雄
の

こ
と
ば

)
『死
者
の
書
』
を
出
版
し
た
。
し
か
し
、

影
響
の
大
き
か

っ
た
の
は
、
『南
京
新
唱
』
全
篇
を
収

め

て
十
五
年
に
出

版
さ
れ
た
会
津
八

一
の
第
二
歌
集

『鹿
鳴
集
』
で
あ

っ
た
。
会
津
は
二
年

後
の
十
七
年
、
歌
を
主
題
に
し
た
随
筆
集

『渾
齋
隨
筆
』
を
著
し
て
奈
良

・

大
和

へ
の
関
心
を
高
め
た
。
奈
良
在
住
の
歌
人
前
川
佐
美
雄

(蜥
賍
」

は
、

九
年
に

『
日
本
歌
人
』
を
創
刊
し
て
こ
れ
を
主
宰
し
た
が
、
日
本
浪
漫
派
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と

の
交
流
を
深
め
、
十
五
年
の

『大
和
』
以
降
毎
年
の
よ
う
に
歌
集
を
出
版
、
浪
漫
的
歌
風
に
よ

っ
て
独
自
の
地
歩

を
き
ず
い
た
。
出

陣
を
前
に

『万
葉
集
』
に
情
懐
を
托
し
て
万
葉
の
故
地
を
訪
れ
る
学
徒
は
多
か

っ
た
が
、
十
八
年
に
河
合
村

(欟
晒
)

の
人
堀
内
民

一

の
著
し
た

『万
葉
大
和
風
土
記
』
は
、
学
問
的
著
作
な
が
ら
そ
の
よ
き
導
き
と
な

っ
た
。

な
お
、
戦
争
が
激
し
さ
を
加
え
る
中
、
昭
和
十
八
年
に
興
福
寺
の
薪
能
が
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
薪
能
は
明
治
以
来
久

し
く
中
絶
し
て
い
た
の
だ
が
、
宮
武
佐
十
郎

(製
墨
業
春
松
園
八
代
目
当
主
、

金
春
流
の
謡
曲
師
で
も
あ
っ
た
)
ら
有
志
が
そ
の
復
興
を
願
い
、
母
体
と
し
て
奈
良
興
福
会
の
結

成

に
こ
ぎ

つ
け
た
の
が
十
七
年
十

一
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
奈
良
興
福
会
は
総
裁
に
近
衛
文
麿
、
副
総
裁
に
春
日
大
社
宮
司
水
谷
川
忠

麿
、
会
長
に
奈
良
県
知
事
堀
田
健
男
を
推
挙
し

(副
会
長
は
松
井
貞

太
郎
と
関
信
太
郎
)
、
「
興
福
寺
伽
藍
再
興
等

二
往
古

ノ
諸
議
式

ヲ
復
興

シ
益
々
皇
道

ノ
宣

揚
日
本
精
神
ノ
作
興
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
」
目
的
と
し
て
い
た
。
宮
武
ら
は
、

こ
の
後
準
備
に
奔
走
、
翌
十
八
年
五
月
七
、
八
の
両
日
、
興

福
寺
南
大
門
跡
の
扇
芝
で
め
で
た
く
薪
御
能
を
奉
納
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
二
日
間

の
陪
観
者
六
五
〇
〇

人
、
五
月
九
日
付

の

『朝
日
新
聞
』
奈
良
版
は
、
「前
日
に
引
続
く
白
衣
の
勇
士
ら
千
余
の
観
衆
の
熱
心
な
瞳
の
も

と
、
順
次
番
組
を

か
が
り
び

た

進
め
日
没
と
と
も
に
篝
火
を
焚
い
て
参
観
者
を
古
典
情
緒
に
ひ
た
ら
せ
九
時
す
ぎ
決
戦
下
意
義
あ
る
復
興
第

一
年

の
行
事
を
終

っ
た
」

と
報
じ
て
い
る
。
翌
十
九
年
は
、
四
月

一
日
か
ら
三
日
間
の
修
二
会
の
勧
修
に
続
い
て
、
四
、
五
両
日
に
執
行
さ
れ
た
。

「戦
局
重
大

の
折
か
ら
時
局
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
興
行
の
如
く
解
す
る
向
き
」
(
『大
阪
朝
日
新
聞
』

奈
良
版
五
月
九
日
付
)
も
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
能
楽
四
座

の
家
元
が
揃

っ

て
奉
仕
す
る
盛
儀
だ

っ
た
と
い
う
。
「敵
国
降
伏
、
国
威
宣
揚
、
出
征
兵
士
武
運
長
久
並
に
五
穀
豊
穣
の
祈
願
」
を

う
た

っ
た

「決
戦

下
神
事
御
能
」
(五
月
吉
日
付

陪
観
案
内
状
)
で
あ

っ
た
が
、
翌
二
十
年
は
戦
局
悪
化
の
た
め
中
止
と
な

っ
た
。

奈
良
に
お
け
る
戦
時
中
の
大
き
な
文
化
問
題
に
、
文
化
財
の
疎
開
が
あ

っ
た
。

御

物

の

疎

開

奈
良

で
寺
社
の
国
宝

(昭
和
四
年
の
国
定
保

存
法
に
よ
る
旧
国
宝
)
の
疎
開
が
始
ま
る
の
は
昭
和
十
九
年

(一九四四)
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
だ

が
、
す
で
に
十
六
年
三
月
、
東
京
帝
室
博
物
館

(現
東
京
国

立
博
物
館
)
で
は
、
有
事
の
際
に
お
け
る
御
物

(聾
握
の
)
な
ら
び
に
保
管
美
術
品
の
処
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置
方
針
を
ま
と
あ
、
八
月
か
ら
十

一
月

に
か
け
て
、
法
隆
寺
献
納
御
物
お
よ
び
館
蔵
最
優
秀
品
三
三
五
点
を
、
四
回

に
分
け
奈
良
帝
室

博
物
館

(現
奈
良
国
立
博
物
館
、

以
下
奈
良
博
と
略
称
)

に
移
送
し
た
。
奈
良

へ
疎
開
さ
せ
た
の
は

「軍
部

ノ
調
査

二
依

レ
バ
奈
良

ハ
宮
内
省
関

係
地
方
ト
シ
テ
防

空
上
第

一
位

二
属

ス
ル
安
全
地
帯
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る

(当
時
奈
良
県
に
は
、
歩
兵
第
三
十
八

連
隊
以
外
に
軍
事
施
設
は
な
か
った
)。
奈
良
博

で
は
、
東
京
帝
室
博
物
館
か
ら
の
移
送

品
を
収
蔵
庫

の
階
下
を
半
分
に
仕
切

っ
て
収
納
し
た
が
、
そ
の
た
め
収
蔵
庫
が
手
狭
に
な

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
以
後
寺
社
か
ら
の
寄

託
品

の
返
却
を
急
ぐ
こ
と
に
な
る
。
実
は
こ
の
年
七
月
、
奈
良
博
に
地
下
収
納
庫
を

つ
く
る
計
画
が
あ

っ
た
の
だ
が

(皖
槭
駄
跣
娥
つっ
炊
雛
餓

鴛
側
缸
艙
襯
朔
助
肚
鮭
囑
雛
噌
駄
黏
鰍
礎
紛
勧
協
謝
勘
榔
嚇
曜
厳
囓
髄
し
)
、
こ
れ
は
立
消
え
に
な

っ
た
。

正
倉
院

で
も
同
じ
こ
ろ
、
宝
庫
の
東
方
に
接
す
る
東
大
寺
領
の
小
丘
に
、
地
下
道
で
宝
庫
と
連
絡
す
る
横
穴
式
の
地
下
室
を

つ
く
る

計
画
を
も

っ
た
が
、
こ
れ
ま
た
沙
汰
や
み
と
な

っ
た
。
十
六
年
九
月
に
最
終
的
な
疎
開
方
針
が
決
定
、
正
倉
院
事
務
所
を
改
装
補
強
し

て
御
物
を
収
納
し
、

一
部
は
奈
良
博
に
疎
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た

(
『東
京
国
立
博

物
館
百
年
史
』
)。
そ
の
年
十

一
月
荷
造
り
を
完
了
し
た
が
、
正
倉
院

事
務
所
の
改
装
補
強
を
待

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
事
務
所
お
よ
び
奈
良
博

へ
の
御
物
の
疎
開
は
二
年
後

の
十
八
年
十
月
に
行
わ
れ
る

(残
った
一部
は
二
十
年
七
月
に
疎
開
、
浄
瑠
璃
寺
・常

照
皇
寺
へ
の
第
二
次
疎
開
を
準
備
中
に
敗
戦
と
な
る

)
。

疎
開
問
題
か
ら
話
が
そ
れ
る
が
、
昭
和
十
八
年

(一九四三)、
文
化
財
に
か
か
わ
る
二
つ
の
事
件
が
あ
っ
た
。
三
月
二
十
六
日
の
こ
と
、
新
薬
師
寺

の
香
薬
師
像
が
盗
難
に
あ
っ
た
。
明
治
三
十
三
年

(一九〇〇)
と

四
十
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
盗
難
に
あ

っ
た
が
、
二
度
と
も

大
阪
で
発
見
さ
れ
て
寺
に
戻
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
ど

は
三
回
目
、
い
ま
だ
に
そ
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
。
も
う

一

つ
は
そ
の
年
十
月
に
、
六
年
前
の
十
二
年
三
月
に
盗
ま
れ
て

行
方
の
わ
か
ら
な
か
っ
た
東
大
寺
法
華
堂
の
本
尊
、
不
空
羂
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索
観
音
像
の
宝
冠
が
大
阪
府
下
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
程
な
く
宝
冠
は
本
尊
の
頭
上
に
戻
っ
た
。

昭
和
十
八
年

(一九四三)
十
二
月

「国
宝

・
重
要
美
術
品
ノ
防
空
施
設
整
備
要
綱
」
が
閣
議
決
定
と
な
り
、
寺
社

の

国
宝
疎
開
が
現
実
の
問
題
に
な

っ
て
き
た
。
県
で
は
、
聖
地
顕
揚
課

(昭
和
十
七
年
八
月
、
観
光
課
と
公

園
課
が
合
併
し
て
新
設
さ
れ
た

)

が
こ
れ
を
担
当

し
た
。
翌
十
九
年

一
月
、
文
部
省
と
協
議
の
う
え
、
東
大
寺

・
法
隆
寺

・
興
福
寺
の
擬
装
と
仏
像
疎
開
の
実
施
を
決
定
し
た
。
三
月
下

旬
、
東
大
寺
本
坊
の
調
査
済
の
国
宝
が
興
福
寺
に
送
ら
れ
、
興
福
寺
の
弥
勤
菩
薩
像
な
ど
国
宝
六
六
点
と
と
も
に
帯
解
の
円
照
寺
に
移

さ
れ
た
。
こ
れ
が
奈
良
に
お
け
る
最
初
の
国
宝
疎
開
で
あ

っ
た
。
円
照
寺
は
奈
良
県
第

一
国
宝
収
蔵
庫
に
指
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ひ
き

つ
づ
き
興
福
寺
で
は
、
八
月
に
仏
像

一
七
体
を
円
照
寺
に
送
り
、
十
月
に
は
世
親
菩
薩
像
な
ど
二
体
を
第
二
国
宝
収
蔵
庫
に
指

定

さ
れ
て
い
た
大
宇
陀
町
大
蔵
寺
に
疎
開
さ
せ
た
。
し
か
し
東
大
寺
で
は
、
四
月
に
文
部
省
鑑
査
官

・
県
聖
地
顕
揚
課
長
ら
と
協
議
会

を
も
ち
、
三
月
堂

(法
華
堂

)
の
仏
像
な
ど
に
つ
い
て
疎
開
方
針
を
決
あ

(躰
稗

静
飴
嫺
榊
醜
陀
鮴
静
吻
焔
融
ギ
畑
鯱
跡
凋
胱
搬
齣
馳
烈
瑚
暗
殤
喧
だ
竸
納
駄
疎
開
)、

九
月
に
奈
良
博
か
ら
返
還
さ
れ
た
西
大
門
勅
額
な
ど
は
、
こ
れ
を
大
蔵
寺
に
移
し
た
り
し
た
の
だ
が
、
三
月
堂
諸
仏

の
疎
開
は
お
い
そ

れ
と
は
実
施
に
い
た
ら
な
か

っ
た
。
天
平
の
塑
像
や
乾
漆
像
が
ほ
と
ん
ど
で
、
移
送
中
の
損
傷
が
憂
慮
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
翌
二
十

南

都

諸

寺

の

国

宝

疎

開

東大寺 「日誌」

年
三
月
大
阪
に
大
空
襲
が
あ

っ
て
、
事
態
は
い
ち
だ
ん
と
緊
迫
し
た
。
こ

の
前
後
、
防
火
池
の
浚
渫

・
新
設
や
大
仏
殿
中
門
付
近

の
盛
土
工
事
が
行

わ
れ
た
が
、
大
仏
殿
の
大
屋
根
に
偽
装
綱
が
か
ぶ
せ
ら
れ
た
の
も
こ
の
こ

ろ
の
こ
と
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
大
阪
大
空
襲
の
直
後
、
文
部
省
か
ら
は

仏
像
の
疎
開
ど
こ
ろ
か
三
月
堂
そ
の
も
の
の
解
体
疎
開
を
求
め
て
き
た
。

四
月
十
日
東
大
寺
は
、
か
ね
て
要
請
の
あ

っ
た
二
月
堂
登
廊
と
大
仏
殿
袖

廊
の
解
体
に
は
応
ず
る
が

(
こ
れ
ま
で
は
山
内
の
反

対
意
見
が
強
か
っ
た

)、
三
月

堂
に

つ
い
て
は
受

580
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け
入
れ
ら
れ
な
い
旨
回
答
、
五
月
二
十
五
日
に

は
大
仏
殿
袖
廊
の
解
体
工
事
を
完
了
し
た
。
と

こ
ろ
が
六
月

一
日
、

一
条
通
り
沿
い
に
米
軍
の

B
29
爆
撃
機
が
焼
夷
弾
を
投
下
、
衝
撃
を
受
け

た
東
大
寺
で
は
、
翌
日
管
長
の
意
志
と
し
て
三

月
堂
の
解
体
を
承
認
す
る
旨
県
に
通
告
す
る
と

と
も
に
、
仏
像

の
疎
開
を
急
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
。

し
か
し
山
内
に
は
、
こ
れ
に
反
対
す
る
意
見
が

な
お
根
強
か
っ
た
。
改
め
て
疎
開
先
の
実
地
調

査
を
行
い
、
七
月
十
三
日
三
月
堂
で
仏
像
の
撥

遣
法
要

(仏
像
の
魂
を

抜
く
儀
式

)

が
営
ま
れ
た
が
、

そ
の

前

日
執
事
長
が
、
「法
華
堂
疎
開
解
体
問
題

に

関
連
し
て
信
条
に
於
て
相
容
れ
ざ
る
所
あ
り
」

と
し
て
辞
表
を
提
出
、
受
理
さ
れ
る
と
い
う

一

幕

も
あ

っ
た
。
七
月
下
旬
、
四
天
王
像
二
体
を

円
成
寺

に
移
送
、
八
月
八
日
に
は
四
天
王
像
二

体
、
仁
王
像
二
体

(鐵
識
鈿
駢
か
担

藍
湖
瞠
茸
唳
耐
働
丑

喉
礁
款
捻
似
懶
鵬
"
紅
)
な
ど
の
正
暦
寺
送
り
を
完
了

表26寺 社の国宝等疎開先

東 大 寺

添上郡大柳 生村
円 成 寺

三月堂四天王立像

添 上 郡 帯 解 町
円 照 寺

重源上人勧進帳 ・舞楽面 ・伎楽面

添上郡五 ケ谷 村
正 暦 寺

地蔵 ・不動 ・仁王 ・その他

宇陀郡大宇陀 町
大 蔵 寺

西大門勅額(9個)・ 二月堂本尊光背 ・快慶作木造
地蔵菩薩立像

興 福 寺

添 上 郡 帯 解 町
円 照 寺 弥勒菩薩木造坐像 ・薬師経5巻

吉 野 郡 吉 野 山
舟 知 家 阿修羅像など乾漆八部衆立像、その他25点

宇陀郡大宇 陀 町
大 蔵 寺 世親菩薩像

薬 師 寺
添 上 郡 帯 解 町
円 照 寺 絹本著色吉祥天画像

手向山神社
宇陀郡大宇 陀 町
大 蔵 寺

木造舞楽面

称 名 寺 〃 木造薬師如来立像

法 華 寺 〃 乾漆維摩居士坐像

注 次の3点 を典拠として作成した。

奈良女子大学附属高校生徒有志編 『奈良の仏像疎開一奈良にも戦争があった一』

『奈良日日新聞』1945年12月1日 付記事 「古都のお堂へ仏さま帰る」

『朝日新聞』1945年11月14日付記事 「国宝続々還る」

竹内勤 「太平洋戦争と奈良の 『国宝』疎開」(『歴史地理教育』451号)に よる。ただし、法隆寺 ・申宮寺 ・朝

護孫子寺分は省略。
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し
た
。
執
金
剛
神
の
荷
造
り
を
終

っ
て
手
水
屋
に
安
置

(柳
生
村
南
明
寺

へ疎
開
を
予
定
)
、

日
光

・
月
光
両
菩
薩

の
荷
造
り
作
業
中

に
終
戦
と
な

っ
た

(『歴
史
地
理
教
育
』
四
五

一
号
所
収
、

平
洋
戦
争
と
奈
良
の

『国
宝
』
疎
開
」窺

3

。

こ
の
間
興
福
寺
で
は
、
二
十
年
七
月
奈
良
博
か
ら
返
還
さ
れ
た
仏
像

一
九
体
を
吉
野
山

の
舟
知
家

に
疎
開
し
て
い
る
。
法
華
寺

で
は

維
摩
居
士
像
を
大
蔵
寺
に
疎
開
し
た
が
、
本
尊
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
運
ぶ
担
架
を
こ
し
ら
え
て
防
空
壕

へ
避
難
す

る
準
備
を
と
と
の

え
、
身
を
も

っ
て
本
尊
を
守
る
こ
と
に
し
た
。
薬
師
寺
で
は
吉
祥
天
画
像
を
円
照
寺
に
疎
開
、
他

の
国
宝

の
疎
開
を
準
備
中

に
終
戦
を

迎

え
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
聖
観
音
像
に
白
金
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
や
取
り

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
い

う
。
唐
招
提
寺
で
は
開
山
さ
ん
と
運
命
を
と
も
に
す
る
と
い
っ
て
、
鑑
真
和
上
像
の
疎
開
に
応
じ
な
か

っ
た
。
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第
四
節

敗
戦
と
奈
良

1

決
戦
体
制
下
の
市
民

昭
和
十
七
年

(
一九四二)
六
月
の
ミ

ッ
ド
ウ

ェ
ー
海
戦
を
機

に
、
太
平
洋
戦
争
は
早
く
も
わ
が
国

の
不
利
に
傾
き
、

戦

局

の

悪

化

翌
十
八
年
二
月
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
後
、
戦
局
は
悪
化
の

一
途
を
た
ど

っ
た
。
十
九
年
七
月
、

マ
リ
ァ
ナ
諸

島

の
サ
イ
パ
ン
が
占
領
さ
れ
、
ビ
ル
マ
作
戦
も
中
止
の
や
む
な
き
に
い
た

っ
た
。
十

一
月
か
ら
は
、
マ
リ
ア
ナ
基
地

の
ア
メ
リ
ヵ
空
軍

に
よ
る
本
土
空
襲
が
始
ま
り
、
翌
二
十
年
に
入
る
と
、
連
日
の
よ
う
に
軍
需
工
場
と
主
要
都
市
が
爆
撃
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
二


